
感染症発生動向調査

  平成22年第6週
（2月8日～2月14日）

◆　 今週のコメント

･

･

･

◆　 今週のトピックス：＜Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞

◆　 特集：平成２１年の麻しんのまとめ

◆　発生状況

・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例 【１月以降の累積報告数 １例】
・ 五類：アメーバ赤痢（腸管アメーバ症） １例 【１月以降の累積報告数 ２例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ６６　

小児科   ①　感染性胃腸炎 ３８０　

（降順5位まで）   ②　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ５５　

  ③　水痘 ４９　

  ④　ＲＳウイルス感染症 ３１　

  ⑤　流行性耳下腺炎 ２６　

眼科   流行性角結膜炎 ４　

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞　/　特集：平成２１年の麻しんのまとめ

（ 注 ） 京都市のデータは，平成22年2月18日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在の保健所での集計で，患者の住所を示すものではありません。

１．２０

１．３４

０．６３

０．４０

感染症名
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　平成２１年の麻しんのまとめを４枚目に掲載しています。

９．２７

０．９７

（性別，年齢，症状，推定感染地域，推定感染経路の順に掲載。)

定点当たり報告数 

インフルエンザの定点当たり報告数は，０.９７（６６例）で，平成２１年第４８週（１１月２３日～２９日）に減少し始
めて以降，初めて１.０を下回りました。

第１週～第６週の間に京都市衛生公害研究所でＰＣＲ検査を実施した５３例のうち，３７例からA型インフルエ
ンザウイルスが検出され，そのすべてがAH１pdm（新型）でした（１６例は陰性）。

感染性胃腸炎の定点当たり報告数は，９.２７（３８０例)で，第５週に比べ減少しましたが，依然として過去５年
平均値（５.８２）を上回っています。年齢階級別では，１歳が５４例（１４.２％）と最も多く，５歳以下が５４.５％（２
０７例）を占めています。

　ＲＳウイルス感染症の報告は，３１例（０～５歳）で，感染症法に基づく届出の対象となった平成１５年第４５週
(１１月)以降で最も多い報告数となっています。年齢階級別では，１歳が１１例（３５.５％）と最も多く，１歳以下
が２０例で６４.５％を占めています。

京都市感染症週報 京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生公害研究所 ）

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfuku
shi/soshiki/8-5-5-0-0_3.html

　定点当たり報告数は，１.３４（５５例）で，第５３週以降，報告数が増加しており，本年で最も多い報告数となっ
ています。詳細をトピックス（３枚目）に掲載しています。

　全数報告の感染症

　定点報告の主な感染症
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第６週）と先週（第５週）の定点当たり報告数の比較

２　インフルエンザの推移

３　主な感染症の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

　　　　　　　　 ３ 水痘 　　　　　 ４ ＲＳウイルス感染症

※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎

    １３１第５週

累積報告数
（第３６週以降）
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平成２２年

行政区別定点当たり報告数の推移

年齢階級別構成割合

第6週（2月8日～2月14日）トピックス：＜Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎＞

本市及び全国の定点当たり報告数 推移

　定点当たり報告数は，１.３４（５５例）で，第５３週以降，報告数が増加しており，本年で最も多い報告数となってい
ます。
　年齢階級別にみると，過去５年平均値では，４歳，５歳，６歳が多くなっていますが，今週は，１０～１４歳が最も多
くなっています。
　行政区別にみると，上京，右京，伏見，西京で，先週に比べて増加しています。

年齢階級別定点当たり報告数の推移
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参考： 参考：
本市 ％ 全国（暫定） ％ 本市 ％ 全国 ％

病型 麻しん（検査診断例） 1 25.0% 245 33.1% 33 31.1% 3211 29.2%
麻しん（臨床診断例） 2 50.0% 300 40.9% 69 65.1% 6780 61.6%
修飾麻しん（検査診断例） 1 25.0% 191 26.0% 4 3.8% 1024 9.3%

接種歴なし　６２例，1回接種あり　１８例，不明　２６例

報告数
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特集：平成２１年の麻しんのまとめ 

 

平成２２年２月１８日現在，平成２２年の麻しん患者の報告はありません。 

平成２１年の報告数は４例で，全数報告となった平成２０年（１０６例）と比較すると激減しました。 

これは，平成２０年から始まった国の麻しん排除計画に基づき，従来のＭＲ予防接種１期，２期に加え，３期中

学１年生，４期高校３年生年齢相当の方を接種対象に追加したことにより，接種者が増加したことが一因であると

考えられます。 

麻しんの撲滅には接種率９５％以上であることが必要ですが，本市の２０年度実績では，１期９５．０％，２期８８．

９％，３期８６．１％，４期７６．９％と，２期～４期で９５％以上を達成していません。 

京都市では，平成２１年度から，京都府医師会，京都市学校医会，京都市市医会の協力を得て，京都市立中

学校での集団接種を実施したことから，３期の接種率については，飛躍的な向上が見込まれていますが，今後は，

４期での接種率が低迷しているため，４期における接種率向上に向けた取組が急務となっています。 

今後とも，医療機関の皆様におかれましては，未接種者への今一度の積極的なお声掛けをお願いしますとと

もに，感染拡大防止及び迅速な対応のため，麻しんを診断された場合には，直ちに保健所に届け出ていただき

ますようお願い致します。また，届出後であっても可能な限り検査診断を実施していただきますようお願い致

します。 

なお，京都市衛生公害研究所のホームページでは，麻しん・風しん（MR）ワクチンの啓発ポスター（こどもの感

染症）を掲載していますので，是非，御覧ください。 

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/page/0000007130.html 

 

  平成２１年と平成２０年の比較 

 

 

 

 

 

 

平成２１年 本市及び全国の麻しんの推移 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年から平成２１年の本市及び全国の麻しんの推移（全数報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市及び全国の麻しん（*成人麻しん除く）の定点当たり報告数の週推移（平成１５年～平成１９年） 

 

 

  

* 15 歳以上を成人麻しんとする 




